
δ Sco のV/R測定

BeSSが提供しているR~10000のスペクトルからHγ輝線を利用してV/R測定を試みた。
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δ ScoのV/R調査は私の分光器 NLS-IIはR~1000なので分解能不足でできなかった。
そこでBeSS (http://basebe.obspm.fr/basebe/)が公に提供しているデータベースの中か
らR~10000のスペクトルを利用した。当初Hα輝線のV/Rを調査したかったが全てシングル
ピークだった。またHβ輝線も同様に全てシングルピークだった。ただHγ輝線においては
そのほとんどがWピークだったので、このHγ輝線を利用することにした。

V/R測定は初めてであり、どのような方法がベストか良く分からなかった。
以下の方法で良いかどうか自信はないが手順を示すと：

1.　ダウンロードしたスペクトルのHγを含む4330-4350Åを切り取る。
2.   切り取ったスペクトルの連続光の規格化を行なう。
3.　WピークのV側R側それぞれの成分にガウスフィットで分離する。
　　(分離作業はIRAFの'd'コマンドと'components'コマンドを利用）
4．ガウスフィットされたグラフからV側R側それぞれの高さを読み取った。
5.  4で行なった作業と同時にV側R側それぞれの等価幅値（EW)も読み取った。

結果を図１に示す。



図１　V/R比　青色はガウスフィット後の高さ測定、赤色はガウスフィット後の等価幅測定。
　　　 ▲印は伴星の近星点通過日で、2017/4/20-2025/3/19までの約８年間の98夜分を示す。



図1を見ると約８年間の観測ではあるが長期的変動が見受けられる。
また高さを測定したV/R（青色）と等価幅を測定したV/R（赤色）は良い相関を示している。
図１を見る限りでは１８００日程度の周期性があるのではと思い、この高さと等価幅それ
ぞれのV/R値について周期を解析を行なう。
用いたソフトはVStar(AAVSO)を利用した。　図2に高さを測定したV/R周期　図3に等価幅
を測定したV/R周期解析グラフを示すが、両者ともに明瞭な周期がでなかった。
ただ両者共に４５０日前後の周期性も見受けられる。これはD34振動周期約400日に近い
値を示して気になるところだが、どの程度のリアル性があるか疑わしい・・・。

図2　高さを測定したV/Rの周期解析 図3　等価幅を測定したV/Rの周期解析



またV/R変動の原因だが：

１．円盤内に高密度領域（渦）ができて、その非対称構造が円盤の回転とともに観測
      方向に対して位相を変える？
2．伴星の近星点時による潮汐摂動で円盤に密度むらが生じるのか？
　　（近星点通過時は図1に▲印で表す）
3.  傾いた円盤の歳差運動か？
4．主星から断続的に円盤へ質量供給があるのか？ 

1～4はChatGPTの返事ではあるが、有意な説は何か・・・？　良くわからない。



図4はP.2で示した手順の4.と5．の2成分にガウスフィットした様子を２例示す。

図4   観測スペクトル（白）に対してガウスフィットで２成分に分離（緑破線）。
　　　 左2019/6/7　右2025/3/19             こういう方法で良いかどうか？
　　　 また完全にシングルピークの日があったが、その日のV/Rは1とした。



表1にBeSSから使用させていただいた
データの一覧と測定したV/R値を示す。
2017/4/20 - 2025/3/19までの98夜を示す。

表1  http://basebe.obspm.fr/basebe/ 
　　　より使用したデータ


